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長言 バ Jレプ a 紙rHc. まれるイオウのえ~El: t- C.} ヴン .Á...' 燃が、安 JTj いでうJ析するとと受検汚し

撚1~，~う J- Wi!~と L り守主イオウイ己主討P主汲収液 rj-1でい託金イオンとし" IU� N 主lノマリ\) .)へでが

そ ff "すこコ総定 iとはメト口一ムけさ誌の之コンダクトス …ア内止してi'JU!J L. j~" Î'以前

、の抗淡イオ:/ i誌と被 i三と係お主び p況についてグ続けし r'" 勺ょ G f-:, :Ud'l" f' では託手i夜が40.%

J ソプ n ~~))~ア hノコ"， )t ， pH6~7 のときが主総であっ犬。 被浦日液n:~ iζiltJ定約イ rンの行 j，ぞ

'15えよ》れるとき i;t，己J 才("Ó 級以淡1J:あらかじめ J オノムーîí:t必ず両lR120 (H) カラム本泊してから凶

;;1::をfJっすこ凸 ):t: f馬会!と J~ど日した紡 !tijの郎際金主持}およびFH}J;0rJ.、総括\jパ JしJブペこはイオンはたく?

にれそfíわなくともづとの定三tfl立が十、j られ!グが! J!~ i}y:村のブナ，ぐ Jレア、さ t -J: !{jj:';' 巧ンがあり，バンjγ

交カラ人寸ぺして泌 γ子iJ .:;だ。

とp むつ ii i1、による 4 検 1)，;0:)分好何 B!il~i;nnはおよそ 6üうT であ J た c

1. l立 め

75 ,0..82 

イオウ---;:-イで~~!%Hì{t製造し九ペノレプ::.1':1 は，/;;;(と tt~J去りイ X ウ均.~ "'\'まれてい 切でノ-.; J\ノつ戸 q.'.l(ζ

?五仔ずるりグニンと絞合しているものと与えられど〉ハ.~ I.."J.. 
~ d-. ~ と L とし ~C?6}:f:({ インク;ご 1;:1 い

するイオウのためにその合;誌はさらに広いと f以後百れるコ

J しん一 r- ， ザクJニン 0)-[ ヒ:~?.!λ弘、tL0:) J~~~!'りj ん\):.-， / {l 1.-' プ J，;;WHかAt'iのれUじ ならとYI ごィ'i.，:: !~gW:iかよ"パ Jレブ。が i.}J (j) 

イオウイ~fTJ設が 1/1]緩となり， 〕れらの 'fみJ，trrPC) イオヮの縞b);I~i主;こゑ oゾ必姿が新しく:L\(l!!11 したとい?:

るつ m，f\寸f;!*l;イヒ彩Jrli 0コイオウづ:ト'fFi!L と L~(， p間GL 法や CAR !lJ S 人および奴吸収訟などがあ ηt 
/} ~ j 

においられているのは鋭i段L文法で Jちり() ~m:~r奇 i.;:)t(と木村やノ f)レプ・紙 ιl'! (J) Jj;XX: 0コヱト~'.@:IC~;当允つ uじ JL絞

議近間?をされたフラスコ;燃焼辺、寄採!なし、そ iI\ )~g ，:γなど多くのlJ， で1'1'::史;犬よ l'-"i;た iFI'1えよi二のあ

るととや明らかにレたりどノ';;:)L-- /'・ i{，!\;'!I C)) イオウ1152にもぷi}~ <~:採HI し，務々のうト村ふれ 11 ノ/ご

とごろ， :~r;1~}日 以jこ り多くの俊れ/九点 /';:j寺つ

す読売にち'1 !こりお)jJJJ !'] ~t: J1'仏、た p

名:，7，た γ

.~.，. "'1"七、・)..，仁rU i- l ハ、炉、
、"、小γν ノ J)c-，j、く

し l しだパノレプfðVJi~京のかだがたヲおよび員百三なトシ JV '-t-::-: ，.~. ロース o_);~:j~料会T良いよ白 1 フ叩プr，::;し、

;i'H予言]1:え ~i:t( に {i~ <射穏を liすイ'.

2句 分析 i去の検

崎支にイオウ/存づと f止する滋心、は \-lt"~設訂正か ~i~rüä~':c 上るものがぶく，

1世76主'v.:3 }'l29H ，<受 l'翌
(1) ßい名作うそRfi

ltを沃はほとパ;~.，みられだ
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む υ フラスコ燃焼jえによる J具合p わけ小l'のイオウは最終I'Ý]íどは S042ーとして吸収液中に存在するの通常

は ζ れを;\!]討な試薬品リIIいて j肉j立がfj'. っている c、

FRlT Z 2J ら Jふ トリン尚三示譲住:J可い ， 809b ア Jレコール溶液，t1 で議定安行ったが，裕子十円まトリン治勺は終

米点の変色が見分けにくく ， SÜ;2- 濃度が高いとき生成する硫椴バリウムの沈般のため，終末点の色調が

不明瞭でおるとしてアルセナゾ1日を指示薬に隠し-'， 8096アルコ った。さらに大!日お

はこの泌定法では忽もどりがあるとしてp との溶治不.j!f~ シ1<iC近いイソプロトοjレアノレご1. ..)レ iとかえて滴従1":

行った。

ーブIj ， Dn;ON1) は白金号室筏を用い間際パリウムで電導i支荷定会fj:い， 治定の妨容となるイオン除去につ

いても報告している。奈良らりはこのひIXON 1 ) の行ったした験安追試ぃ治定時の pH および添加するアル

コー JV査について検討し付 1) ン罰金イオンやカルシウムイオンの存在はとん刻、でも泊定与を妨容するので避け

なければならないとしている。

著者lふ ζ 才[，らの史教を検討した結果，操作性や妨害イオン混在\，(<よる総会解消の点で，官主導度病気:が

すぐれていること令認めラ ζ の方法について誇~ll1 iと実験そ行った。

3也 謀議および試薬

3, 1 器具および装鐙

燃焼!芯フラスコは 500ml 三角裂で， 白金ネットの試料ホjν ダ，のついたものである。諮定

はメトロ{ム社製の自動滴il:袋援(これらは塩素分析6)で tj~用したもの) IC , 同社製のご1 ンダクトスコー

プ E 365 B 夜、談続して行コだ。常当事rtセノレば Ii1J杉 2裂の EA608 (c : 0, 73 cm りそ， 1f t二滴;J~セんには内

筏 èlOmm，おさ 80mm の jj' ラス llJiFE在 i史的した

fSi L み:lic.1ilセ Jレ !刈 2. イオン交抜高iiIH~

a'立花子会1'" セノレ jねカラム
b i立がliYE セノレ

(関 1 a , b) 。その{自 100ml の!主ナス裂フラスコ

じ妨"iljf- >f オン-'3:'除去するためにイオン交換樹脂

IH 120(H) カラム(内経 10 mm, :&: t'= 300 rnm) 

I:Xl 2 を照窓したα

氏 2 ~え草案

訟(ìJr':試薬 lこ lむ fm~変アンモニウムで襟定した40%

イソプr:1ピルア jレご] ~)レ tt 0, 01 N 隣自主パリウム溶

液そが!2Hl したの :ま主た i波}児之 ?I~&幻1

N7アP ン、でよニニ 7ア‘;オd く 4そ;> !用lJしい、 P 指 /J、:~!と lとメチノレ iノッドおよ

びメチレンブルーの 1 >ぢアノレコー jレ液者三名 2 自ずつ

使用した。

燃焼分断fで/主 í!おした 1l スの吸1又液lと i立lO ml の純

せくに 3%)@f喰化水;長;J< 5 ".' 6 ÎilÌî添加して使用した。

3‘:) ~主成ガスの吸収促進

燃焼分解で1.:\二成したえt-;えはそのまま鈴鐙しでも液

に吸収されるが) _S;6I~ までに時間在妥する。そ乙で

J&l素分析。)滋とい]りように，艇とうして吸収時間



77 パノレ持I;1!i イオゥ ωjXL'LJi円 !;;j}、(店長j日

ぞ短絡したハ rFiとう，)分間自主広三童館Jζ ノ t ラツヰがおわ穿 10分で三じのが:ノよしと， 0

;商波条件の検討

(j~l込ら恥 lJ pH と y ノレゴ.... )レ[ムおよび 3(N' (I)fよ滋 lえにおける絢~d_ について jtJ[討し， pH G"7, 4G':，手

会 iÍ(0点力主的fl\\(なニ続々ふ~.)え p そのとき0.) 5042 没江古な最(江主:皮 ([イソン/i rl ピノレ 7" ノレコ F ノレ 0)

そこで牧?授は) iifif'[iJそバオン7 ， 2μg!rnl ではあるが，終}'，\î，はや Pプァス 'fWj~こ pHJ'i)ることを唱してし、る

J女ゑω約五ごついて検q行~ rT ~.) l'仁、
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:L品、 30 m[ (.1096 寸ゾフ口トソレア
Jレコ 詳〕におけF る 3042 設jjt と

pII の ~~lュ
C{土()， Ol N 
D !5m� 

ノーモニウム .1 ml ìぷ

1;;.1 (5.之丞 30.ml (40% イゾノ.r r:; )1 ，-γ 

.lV づ目ノレ?夜)における SC\"，交と
pH の:tn:.;終

A iJ O ， OlN 南限アンゼニワム 2m! 添 Ü~1
B 3m! 添加

沼 Bj 4~ 5, G ~とおけるぷふ
30妥 2- ~~11立によ"--，-'"( '~r れがιちるカf

〉げ終;.!:5，を j尤転ずる f で{ぞ:ム:
旬 v1ttど!したものでおる。

iH 
\\}/> 17

、グpi出

\プ;

ノ
け
/
/
〆

¥
¥
¥
¥
¥
 

州
民
抑
制
官

C...> 

正;. ií!ぇ 11 50 rn! (40;十;).1 "ノプレ νγ

Jlコ' ノシ iとお t) ;;:， 50，2 変
pJT 吋

Hi土(i， Ol N 土アン壬ユウム 2m!

11 ま S D11 添加
J i三j'::lJ. .L G ml ì~;%tTI 

f''i' !!fiï 主主 cn9

以1 5. 五;叫 ml (4096! ソノr.} 1--:' )1," 

ノレコール淡)におけ S(\2 JiUy'} 
pほの-~B Villf

E ~~t 仏 01 N i此貫主ア J

F 5ml 添ん1
Gt，j 向上 6ml 話$))日

ウ1..2mi 主 fj [.1
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玉虫議イム

S 男~ 25 , 12 
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表 L 模様試料の分析結巣

.f.:::.. l,mt 

2.864 3.29 

3.430 ノ/ 3. ヲ4

2 也 734 ¥0 3.20 

3. 78 ，~ ノ/ つ

3.617 }~~f f:翁[50 4. :!6 

486 1/ 40 2，ヲ l

3 ， 3五り 1.0 。日@乙23ハ

3.020 ノ/ 4.72 

4‘ 498 治 i盆40 ア。 00

実測(5 労) 対Jlfl. iiíißfl吉ぷUi:

18, 42 0.20 

18.42 '0.20 

18喝 43 -0.19 

18.?3 十 0， 11

18.82 十0.20

H仁 77 1--0.15 

24 ， 9己 -0.17 

25.0� 0.06 

24. ヲ5 -,-0. J! 

機学試 0.01 N もも淡 T ンモニウム滅後ξれぞれ 2~ 8'1 . ..]および 5 ml こり， イソプロ l~: )レアルコール

30 ml (S04Z !日II 32, 48, 64 , 80 I"g) に銅製したりついで 3.2 で述べfニアンモ

ニア水で pH6， 7，患の 3 段階〆?とりそれぞれ O.01N 隊絞パザウム液で il{\j;どを行った ο 鴎 3， 4 ~ζ示すよ

うに pH8 ごは的にくらべ終点がプラス側lと移動するが，これは奈良ら引の実験結JFL と一致ずる。また被泌

:dj夜 "+J (Jコ SO.2- i~:が少ないとさ終点は鋭角を主ぶしたが，濃度，が 64 vg!mi J-'JJ:ではやや鈍j1'Jを示した。つ

ぎに液i設を 40， 50 mi iこ変えてぬ;よそ行ったととろ3 凶 5~ 6 ~ζ示すような紡;誌を潟た。 これらの実験で

は彼i必定液が少なく 50，2 波!交が低いとさ g 泌ほliij絞は鋭角になるがs 濃度がおくなるに 1):とって~ih jLj を ;J~

L/> またj佼主語、ぞ 40 I口i および 50ml としたときの曲線はそれらの中間!となる。後最が 30ml (SO♂" 19.2 

f治川11) のときの?記ノと f!lllゑ\.:;.終~~付 J[Íでやや減訟をノ去した。しかしそのljii合でも災隠さのお〉ょに当たっては

浴議'{ilf[~:>Rめる上で選手響がなかった c したがっ CJ二述。コ総兵安使用する場合， 40:6 イソブロ[::!')レア jレニト也

jνで液詮 3(}'~40 m! 'H j[iのとき， pH6 .7 ゼ j出ふじするのがえM3であるとやj断される。

以 l二 3 ， .n:主主ぺだ )f~~去にしたがい機構試料 lこ Sl1lfanilamlde， Sulfatiazole を Jllし、て分析をねった結

よ誌を表 u心jミず。 得られた分割rj'，'i _;fH立， tzi品中のイオウの巡"命合夜半iζ対し誤Æがいずれも土0.8対以内

に入っており， この二九司法がイオヮ るのにすぐれた分析法であるここそ示すものである。

5‘ 殺来3迭との比較

五i1;料にすosvlcellujo泌を汚い，プラスコ燃焼法と在、米0)絞 llfÆ. ~x.~去によって分析した結果を差是 2;こ jJ\ し

たひこれから判るように!何者の iパ1 ばO.02"~O.24%の ~nl， r)Jl で， (.の込f心、も仮りに許税誤汗ム会 0， 3:芯.:.:考えれ

表:3. PREGL と止のJbr!Xム

表 2. 線吸収iえとの比絞 itc¥ 

3 'l. /2 1. '16 。時 04 。陶 65

N .[J 俊 KP O. 瑢 。.10 6. 匂

0.06 o‘ 05 4. 
Tosylcellulose I 

h J , ()O 0.02 
1 3冒凸ひ 0.2" 

33 6.24 �.09 。勾 15 L 包む令 K1' I 0.08 0.08 口。 77

O.O! /! 

0.07 5.31 
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(;f, i山訟の官í\Uまぶくず j文レといる、1 いう ζ とができる。

った「ょころ，波紋状"i.-l0 ---Cv 立 f ;tl;l，つぎにノfノレ ，i';)J-\:料Jこ':):， γC~~Hl波状法とフラスコ燃淡法と

、

" ,h '泌がよりみらピ J}!とイオウのしつ?'， f:ú よりかなり iJIG 、{i'i とな 勺たもJ そし

いるものとお~íi:: し，あらためで以分本分析しrたところ倉 N. NSSCP でおよそ仏 155キ;， L. UKP と0.0390

;f;'ál変のイオウがJ7Ïi官i している三とがわかった内そとで 0H吸収ä~を PREGL とたに終?C~ 燃焼分艇のあともl)O!又

との場合のj-iIÛ分割íLtによるがiA~な災 3tえにそのぷ料から (J三じた .l;)( J} 1i: セソv ちのにつし八七〉笠原ノ:汁 r "') 

tと泳、したが、 l ，';.]れもよ\一枚 jw ふ(泌がえられとくl

供試材料および綿製PHJ 

{j~試材料 iま:出場。〉ノマJレプ1iJ1 J'i: .iiで試験HJ l.'とヨ，Qiili:したパJν およとfih;日記の v 叶 ーミ νコ !!J 絞;芯{ごある、，

ぷ不!の，;1品製 ~'Jfjlni下:引の滋よ分析がと r:" l パル rぺ;tj']柱状 ìC[叫ん~またまれよ;小 f--\ し fこっ

作キ行分ウ
s

/\\:\riî した仏;科を給料、!ノヲ燃焼アラス?のぬにつ (t 允 /UÈふルダーに点、)<ffjþ紙、引ともにはさみどぺ~.j" 0 ア

~k_ _t.~' .;~、プ

J':"'" /...... :) ~:~ の詩人えを奴詩、 lと引を歩ラス3 らJ皆殺 it: 札末、 ;J( 5 .、 6 {(;U~:加え妥ラスコ iと 10 日:il ら子、

ザれらの均約前滅的と: IIìJ 正義 4 除外A:lP~ 五の'1Uii;i iど J人じにしブァスコ 1)1 iこ子<持fノノ\.1 ノて燃がLを )r: /' 
).. "'.ln いも吋/

<-:プ 件、イ]コ U

ι
s
t
k
 

s
h川
ム

j
p
F
 

A

》
口

、外

シ勺スコをベく仮;つ 5Jill し予と燃焼終γ後 7

与を吸収液で J七、[ノ~ 1Æえとう ~nで 10分間仮とうする c ついな

有f) n:ti. 100m.! の rt:LJ ナス 5ti ブ弓スコ:こ段取λ主そ 1 詳し，

心純/j<-ごろ七)て i ぇL~ナスフラス二?に加え$ {{'{ O)~j;j~れが

メー己ら、よコ ~C {~下 {(i; L ながらおよそ l fナ[i'i]iJI;!Jfiぅ L/ j j~~S力

した滋般的 /J什?な完全に分新芯せ久口没J オン交 t~~絵[

lR 120(11)カラムに滋 L ， 1:~J られたおよそ 20 ml i7ﾍt 

コー，， 1G ml なi]uえ. ♂ら;こぶJLI討主lζ イソブロピノレ了。

会見して会議長 10 mt とするそ!!ìj ノ ~t )レに杉:し，

ス引~ラ告 でかく}j:しながら 3町 2 で ，i:liベ!土手許ノjミ妥 ~_1~ 2 i出1

JJU ぇ， O.03N アンモ二ニγ JJ<. で p討会泌技後約7ょ:する〆

イ寸T ウの lfl;;まどに式によっ Cd卒、冬Ai.U 次17 よ~:)て ;j\ i/! ，

算したり

この;〈験では布~\t会iZ�� rl.1 (コ 500 mV l/ン Fそ !'[ji ，~ !;1i J.íl した ρ

門川ノ O.01N 
、、，ジ

なお?

100 

分析結果および考察8. 

ったれミi ;L;'k 4 tこ示すiiil りである。分析操作 l立，弘治分析;とくらべやや繁雑で

4 検{ふの分析に 'ö'..r る!待問はおよそはあるが，在来法にくらく;まるかに時間が絞綴び才l.t ~fIPJ;~t:tもよく予



持 286 ij 林業一試験場研究報告80 

表ふ各試料の分析結果

uミ1.20 (日)Q 骨T
..._y /:.J BUt 

6.37 
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0 , 07 
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0.03 

329, 480 
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291 , 000 
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巡
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O. 45 

0.45 

O. 27 

0, 27 

0.29 

0.27 

0 , 03 

(人 C<3

0.04 

O. 04 

0, 06 
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!! 半切符 m 紙

60分であった。

Sく)会自白の濃度が 16.8 p.giml 以とのとき正常な践を示?とのf局長~4) もあるが，、~J然な

被ì;Hr;j定if主室主が少ないノ7まだこの実験結果でもいえるように，がら S042 - {，袋 E之が';~Jj~、1;がj高定しやすく，

Ù.i:fj_~定談ぎそが6. 1%~i: -9;;j がìi(!，j定H到線の終点が悦!ぼである。(::;らに 7.2 p..gケnl の緩めて低iJjliJSr.の場合 lこは，

といわれているが，それも得られる Ji:_:~立{えのおよそ 10%前後の誤主{?にとどまり‘実用的にはM視て~~る J~

トiJ ljlji;c年 ßEHでできるだりfきが多い。しかしイ;1'ウの合設が極めて少ないとあらかじめ予怒されるときは，

多くの試料そヂド収し， 1夜;立を小 c くするよう心がけるとよいと怠われる。

イオン交検倍、HIi1ヵ使用しJ:試料 ij:J， J主主主針葉樹および iyg万料ノ'{' )レプでは妨筏イオン 0').(:子 i弁。は int く.2) 

ラムを;設さなくとも総:乏しうるが， :}iþ、産ブナパルプaではイオンの妨怒があり協定できなかった。この吸収

液をイオン交倹樹脂カラムぞi遣すととで凶器 lと示すごとく満足ながf架;を得た。乙のようにふ1定以r器:イオン

イオン交換樹脂カラム処1ill が必.~ぇニユラ;えすべての夜、不1:するパルソ。があるので原則として，

られるの

日商ノ ç_!v';/ でどl> ~J~ した二，三の用紙について分析を行ったが， との場合jト括支援 (]ij 犯で沿っグニンが

j住みイ昔ウの合設が少ないと予悠されたが， U:'燃にはイオウの 1:;;<有が認められた。これらは抄紙時の添加

薬品によるものと准忽される c 実際lζ~-:-] j;ffbで製ぷました情ノ";レプについてイオウそ定 Eましたところg イオウ

3) 

はほとんど含まれておらず 300mε の試料では図 9 ‘ lUこノjミすよ ι〉に泡;誌できなかコ 7こ。
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じCH， ~H妥 γ7ム rnÝ

I~I 9. りグニン rho) C.l によるぷ1えもわi~:

12.6S話Cl 会不f:tM4
ai;l試料 7.2(1)mg A(立制パルプ

b か 24.220 ;t/平立 300mg

C ゲ !.U.3GO か

4) 燃焼で生じた;人分rlii乙イオウカiF2i?? ずるが， ζ れはおそらく !.~f~ギ業主主ノユ)\パルプfp iご後「でいだもの

と IH像、される。試半、1'4J O) イオウの給法と !&ú; 1) グエン去の鵠係;ふ りグニンJrì:iß多いほどイオウ含有fii が

?% t, "¥ ，~~m， [[:ij カザもらオしるひ

5) 試中 f' 7〉:合まれる滋山..f)t~;'2~: t己?ことが:rU~Jf.!:i n されている，-) 1I&;+ぺ6. 296ft潟、のパルプ

?，11 自民ifÏi r!1 の iお素化オキシリグ二ンについてイオウ った， ;ÌlHj.r2IJlj 線(;t[z] 9 iとおしたとおり，ま1I\

二七イオン燦i交が ti1 くな，ちにつれ F'j:!長 t)~穴となり測定イ;i'ïf織となる η 合まれる織率主iがわか(ているとき

は、判明?約百そ 1 ' 会イオンFnLÙ~がlO"，lmol JJlどになるにう (Cibt料会十FJj)えするべ告であお r

9. おわりに

切般にノマルブや紙中にはリン椴イオン(;1.ノミまれていないと考Ã られる o 1，')，ってとの災i設ではワン般イオ

ンにつt ')ては論じなかっ fこが， とのようなイオンが存ずる試料で i士歩

ずる')ン徴そが別[丈Í!;ili託子しなければならない〈 しかしこの場行も多 åtQ) 1iiE1請を二 tLi !むずと】〕ご予約峻イオ

:/力 λとバω必ずびJで d:tJ:古了後二るの

ùîj'(犯のごも;ノbべ fこ ιにうに，ニJドのうj;iJí法で iまかなりのWlfM1~ 必事1 こす r乙均ら このフラスコ燃焼;lLo)J号lT

;土、その操作ttが;まるかに簡易で jうりそれほどの営線を必望号としない内燃焼ブラスコち，

I移停杭1奴 jf〈そるf 必!裂足dj もなく心チ f辺漣l'必も杉;;九lし〆て十校主}瓜1河3で tき雪る手利!甘1J，r.点.l:.、，\も jあ己る ο ちし燃焼分fJ的Jを行うと，~: 危険 12!必ずるよろなとと

があれば~ H;f1&)な っ JA料がパ !kブや怒Lのよう 7υ話 ftv その~:.1HJtêtt と

とも もでE ;j二法:とよるよりもはるかiと d3〉り P いるととで込涼).j析

カ ~TiJ匂誌である c ，./，.:日のど[::1~ì:t、との上L絞~Jr..~~tからョノぞノレプ母絞[!1 のイ;十ウのj下J何?五J~?l;;として， ブラヌコ;怜

.t\Jgえの採PH が:kt.i麗?写えられ荘。
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E主主主，pid Determi.現品tlon 時f Sulfur i政 Pulp and P晶per

hy Cu徽b現時tion in FI揖毘k

K�chi SAKURAl(lJ 

とうummary

'fh位 sulfur contents .ill pulp 乱nd p乱peτwere determined by the com bnst卲n of samples in 

a 琵ask followed by the conductimetric titrati甁 of the slllfur� acid with barium íon , 

The combusti甁 w乱s carr冾d out in a 500 ml Erl己nmeyer 坦ask with 呂 ground glass stopper 

fitted ,vith platinum s乱mple holder. 

T、巴n ml of deﾌDnized water containillg a few drops 0士 3% aq日日ous hydrogen peroxide 

solution was used as an absorbing reagent. In ordor to promot巴 th己 absorption， tho flask was 

vigorollsly shaken ior 10 立lin ， by an agitation shakerνIn the presence of int日rfering cations, 

the samp]e solution was passed through a catiou e叉chang思 resin column, 

1、h日 titration was carri伐i out using 0.01 N bariul11 acetate in aqu自ous isopropyI alcohol by 

means of an automatic titrator Metrohm Fot印式iograph E 436 with Conductoscope E 365 B, Tho 

opt�l11um titration was obtained when 4096.isopropyl alcohol (pH 6"'"7) was usod. 

As llttle as 350 mg of a s乱mpl巴 was quìte 巴uough for l1sual an呂 Iysis. It took on]y about 

60 min. to 乱nalyse fom命 samples from weighing to titrat1on. 

Rece�ed M晶rch 29, 1976 
(1) Forest Pfoducts Chemistry Divis卲n 


